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はじめに
明治以来、学校が教育の場であ り、知の最前線 としての役割を担ってきたが、社会が変わ り、
家庭が変わ り、人々も変わってきた。学校教育 もまた、変化に対応する措置が執 られてきた。そ
の中の一つが、低学年における生活科の導入であ り、総合学習の導入であつた。子 どもたちの現
状か ら、必要かつ重要な教科の新設であつたが、十分にその役割を果た したか と問い直 してみる
と課題 も多 く残った。
その課題の一つに生活科 とい う教科の持つ特性の理解度が教師の中に浸透 したか どうかである。
特に、生活科が導入 された当初は 1・ 2年生の教科であ り、全職員の共通理解 を得にくい面もあ
り、学校全体での取 り組みが しにくかった。 このことが、研究に取 りくんだ学校は別 として、各
学校では生活科指導法の研究を低学年のみに任せて しまったとい う状況 もあつたことは否めない
事実である。生活科は児童の発達段階 と幼稚園教育 との連続性の上に立った教科であ り、低学年
児童の教科 として、重要な役害Jを担 うとい う認識は十分あ りなが らも、生活科の指導法そのもの
を、それまでの教科指導の発想か ら大きく変えることには抵抗があ り、授業の変革が必要であっ
たか らである。それ故に、教師の力量がもつとも問われ る教科になった といっても過言ではない。
たとえば、指導案一つ とっても様々な予想を持って、しかも合科的な指導 も加味 して指導計画立
てる必要があった。そのためには、低学年独 自の教科横断的なカ リキュラムの創意工夫や教科統
合 したような合科的カ リキュラム等の思い切つた発想の転換が求められ る。その上、生活科の学
習を通 して育つ学力・ 目指す学力を明確に し、従来の教科指導の枠を脱 して指導計画の工夫、指
導法の工夫改善について考察する。
生活科で育つ学力の捉え方
生活科の目指す学力とはどのような学力か。
1 教育の 目的と現行指導要領の理念か ら
教育基本法第 1条 に示す よ うに教育の 目的は、一人一人の人格の完成であ り、国家 0社会の形
成者の育成であるとしている。 このことは、いかに社会や時代が変化 しても変わることなく、普
遍的なもの とした うえで、「今回の改訂に当たってもまず (社会の変化や子 どもたちの現状を見据
え…いかに教育の普遍的な 目的の実現を図るか との観点か ら検討 を行った」 としている。
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このような観点に立ち、答申ではこれか らの 「知識基盤社会」において
・課題 を見いだ し、解決す るための思考力・判断力・表現等
・生涯にわたって学ぶ こと
・他者や社会、自然や環境 と共に生きる
等が求められ ることか ら、現行学習指導要領の理念である 「生きる力」を育むことはますます重
要になって くるとしている。
2 「生きる力」の概念の捉え方
「生きる力」は、平成 8年 7月 の中央教育審議会答 申、「21世紀を展望 した我が国の教育のあ り
方について」によると
変化の激 しい社会を担 う子 どもたちに必要な力は、基礎 …基本を確実に身につけ、いかに社
会が変化 しようと、自ら学び、 自ら考え、主体的に判断 して、行動 し、よりよく問題 を解決
する資質や能力、 自らを律 しつつ、他人 とも協調 し、他人を思いやる心や感動する心な どの
豊かな人間性、た くま しく生きるための健康な体力な ど
の規定か ら、「生きる力」 とは、
・ 自ら学び、 自ら考え、主体的に判断 し、行動 し、よりよく問題 を解決する資質や能力
0自 らを律 しつつ、他人 とも協調 し、他人を思いや る心や感動する心などの豊かな人間性
・た くま しく生きるための健康や体力などとい う資質や能力、人間性、健康や体力
以上のようなこと等を、新指導要領では求めている。特に、最初の項 目の資質や能力は、主体
的に対象にかかわる活動 こそが、その基盤になっていることを明記 したい。子 どもたちが、生涯
にわたって学び続けていくためには、社会の変化等にかかわ らず、対象 と「自ら」かかわ りなが
ら「自か らの力」で 自己を高めてい く力量が大切である。それには、「自己教育力」の育成を図る
ための指導の手立てが必要になつて くる。従来か ら、「教育」 とは、「教 +育」つま り、教えるこ
とと子 どもたちが育 とうとす る力を学校教育の中で知の最前線 として担ってきた。 しか し、幼児
教育か ら小学校低学年教育は心身の発達を考慮 して様々な体験を通 して知識や技能を習得するこ
と、幼児教育 との接続・発展の上に立って学習を進めてい くことが重要である。そこで 「学ぶ力」
「学びかた」「学び とった力」「学びの構築」「学びの発展」の連続 こそが「生きて働 く力」ではな
いかと考える。 この 「生きて働 く力」あるいは、「生きてい く力」、「生き抜いてい く力」つま り、
自己教育力を二つの要素か らとらえてみると、
一つは、 自分の経験・知恵を基に課題に向かって追求 し続ける力であ り、もう一つには課題追
求により結果 として獲得 した知恵や技能を 「生きて働 く力」に変え うる力 として次の表のように
とらえてみた。
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3 幼稚園か らの発展 としての学びの 「連続性」
幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎 を培 う上で重要なものであ り、幼稚園教育は、
計画的に環境 を構成 し、遊びを中心 とした生活を通 して体験を重ね、一人一人に応 じた総合的な
指導を行 うものである。 このことは新 しい指導要領に引き継がれる。
幼稚園教育要領に見る幼稚園教育における発達や学びの連続性
―幼稚園教育 と小学校教育の円滑な接続―
・幼児期の特性 を踏まえた幼稚園教育の基本に基づ く幼稚園生活により義務教育及びその後
の教育の基礎が培われ ることの明確化。
・幼稚園 と小学校の教師が幼児 と児童の実態や指導のあ り方について相互理解 を深 めるこ
と、幼児 と児童の交流 を図ること。
・協同す る経験を重ねること (幼児同士が共通の 目的を生みだ し、協力 し、工夫 して実現 し
ていく)
・規範意識の芽生えを培 うこと (体験を重ねなが ら、決ま りの必要性に気づ く)
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小学校 「生活科」に見る幼稚園教育で培つた学びの連続性
生活科における課題の一つ として、改善の基本方針の中で次のことを指摘 している。
小一プロブ レムが問題 となる中・小学校低学年では幼児教育の成果を踏まえ、体験を重視
しつつ、小学校生活に適応す ること、基本的な生活習慣 を育成すること、教科等へ円滑に接
続すること、などが指摘 されている。しか し、生活科創設の趣 旨の中にも幼児教育 との連携は
重要な要素 として述べ られていることを考えると、さらに幼児教育 との連携や接続、幼児 と
児童の交流、教師間での教育の交流な ど教育活動をさらに推進す ることを求めている。
特に幼稚園教育 と小学校教育 との接続・連携 をスムーズに し、小学校生活への適応を図る
ために、入学当初は、生活科を中心に した合科的・総合的な単元構成の工夫が必要である。そ
のためには、スター トカ リキュラム 0教科横断的なカ リキュラムなどを作成 して、幼児教育
で培われた 「学び」の連続性 を考え、教育課程などの工夫が必要である。
＼ 、、、、、、、 __― 一
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幼稚園での学び
発達に必要な体験を積む
幼児の感動を生む活動が次の活動を生み出
し、その感動や思いや願い 。考えを言葉で表
現 した り、コミュケーシ ョンを通 して喜び合
つた り、体験の中で好奇心や探求心を育て思
考の芽生えを培 う。体験の関連性 を図ること
で、連続的活動を生み出す等。
小学校低学年としての学び
体験を通 して 「遊び」「学び」「遊び」
心動かされ る体験か らその感動を具体的な
体験を通 してえられた知的気づきを大切に体
験 したことを表現 し、表現によって活動や体
験を振 り返る、思考 と表現の一体化を図る。
また 自然現象に興味を持ち、科学的な見方考
え方の基礎を培 う等。
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Ⅲ 生活科を基盤にした [生 きる力]を 目指す小学校低学年の指導
幼稚園の「学び」、と小学校の低学年の「学び」の連続性 を考えるとき、小学校入門期は、特に、
幼児教育の延長線上に 「学び」があることは明白である。乳幼児期の特性である、体験を しなけ
れば知的財産にな り得ない 「まねび」 (ま ねて学習する)の時期か ら、体験や 「まねび」を積み重
ねることにより、思考 しなが ら体験できるようになるといわれ る、幼児期後半から小学校低学年
の時期は、遊びを通 して知的学びや体力の基礎、徳育の芽生えを培 う体験を通 して身につけてい
く最 も重要な時期であると考えられ る。 この時期に豊富な体験活動を通 して学んだ知的財産は、
知識だけでなく、それからの人生を生き抜いてい く知恵 としてまた、た くま しい心身、人への思
いや りや善悪の判断力など 「生きる力」の基盤 をしっか りと身につけることになる。 しかも、こ
の時期には、想像の世界 と現実の世界の区別がまだ曖味 さを残 したまま同居 してお り、純粋な子
供心を持ったままでいるので、幼児教育 と低学年教育の接続・発展は大切なことといえよう。
それだけに、様々な体験活動が重要かつ必要になって くる。そのためには、幼児教育の特性 を
生か した小学校入門期のスター トをどのようなスタータープランで出発するのか、教師の創意工
夫が求められ るところである。
低学年の発達の特性と教科の見直 し
や?も すると究I難韓轟達のみにすま
されることの多かったこれまごの
億学年撥理料 ,社金中学習指導協
や内容が見直され.具体的な活動
や体験を伴う生活科が誕生 した4ヽ
自分の体書勲かな′
五感を燿 t′ で事業
に働をかけること
`こ
より、いらんな
発見が生まれる。
また、そこから自
分なり昴‐思いが生
まれ、自分ななiめ
方法で表出されて
ヽヽく。
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入門期の指導計画の作成
案 入学前に小学校事前体験学習の実施
年長児小学校体験学習の計画的実施の可能性
・幼児の発達の節 目ごとの実施 (例示 )
時  期 月 考 え ら れ る 内 容 備 考
夏 6月 頃 学校 …どんなとこ (1日  時間で ) 見学
秋 H月 頃 一緒に遊んでみよ う (2日 程度・終 日・給
食含む )
教師の相互乗 り入れ
入学前 2月 頃 一緒にお勉強 してみよう (2日 程度・終
日・給食を含む)
教師の相互乗 り入れ
*こ の案は、幼児が入学前に小学校生活を体験でき、入学後の不安を解消し、幼稚園教育の
接続が体感できるが、事前の話 し合いや体験学習への双方の理解を十分にえておく必要が
ある。
幼稚園と小学校低学年の教師の相互乗 り入れによって、協同的教育の実践を実施できるメ
リットがある。
実践するにあたっては、双方が深 く理解 した、協力体制の確立。
2案 小学校スタータークラスの編成による可能性 (秋田大学付属小の実践から)
○スター トカリキュラムの作成
・ 4月 の指導計画の工夫
キーワー ド 「楽 しい」
計画 (PLAN)生 活科を中心 とした教科統合的・合科指導
実践 (DO) 生活科を核 とした教科の編成 と仲良 しグループによる遊び
成果 (SEE) 遊びは学びの定義づけ (遊びのもつ価値の再認識 )
スムーズな学校生活
生活科指導法 I
4月 の指導体制  ・それに対する配慮事項
キーワー ド    「安心」
生活年齢 1贋 による仮 クラスの編成
複数指導体制
教育サポーター制の導入
配慮事項
キーワー ド チャレンジ精神
0学校体制 としての確立
・保護者への事前説明 と理解
0先行事例 と検証
*こ の案は、秋大付小での実践 された案であるが、実践は素晴 らしい。 しか し、い くつかの
課題 も考えられ る。
スターターのカ リキュラムとその後のカ リキュラムの連続 と接続・整合性
生活年齢によるクラス編成 とその後のつなぎ
教育サポーターの導入の際の体制 と指導
学習指導体型への移動をどうするか (入学当初の遊び体験をフィール ドか ら座学への移行 )
等々
この 2つの案か ら、幼児教育の連続 0発展を考慮 し、体験学習を重視 した入門期及び低学
年の教育をスムーズに進 めるための試み として次のよ うな教科の横断的カ リキュラムの
作成をした。
3案  生活科を中心に した教科統合や横断的カ リキュラムの作成 とその指導
・カ リキュラム作成に当たって、活動の広が り、深ま りを求めた総合的な学習の考え方
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6 生活科を核 とした横断的カ リキュラムのデザイン (作成事例 )
他 教 季][領 域 と総 関連 を考 え た総 合生 活季主[年 間指導 計 画
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。入学 L′ てから、今までに楽しかったことや心に
残ったことを発表 L合 う。
挙Xti一 年生を学校に招待する計画を立てる。
X係 を決めて撻待の準備をする。
。新一年生に学校を案内したり、
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。今までのことや二年生 |こ な
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●水 狭館 を作 ろ う
。氷放館 を作 ふ計画 を立て、水放館を工夫 して作
る。
● よ うこそ西瀬水族館へ
・水族館 を開 き、先生方 や他学年 の人、家族 を搬
持す る。
ふれ′,れ :●雨ってあ、じぎンランラン
|・ 言贅2、 轟墨む「島3滋墓お皇符甘:こ
出て繭水
0雨 雨 」、オLぶ、れ  ラ ンラ ンラン
X雨 博士 と一緒 に雨の秘密を擬 る,
0雨 の 日だ つて楽 ししヽよ。
・ 雨 につ いての気付 きを集め、雨の 日で も楽 しく
遊べ る道 具 を工夫 して作 る。
お い しい軟 ○やさいまつりをしよう
。サラグを作るのに必要な買い物してそらえサラ
ダを作 る。
○秋の町を探検 しよ う
。乗 り物 に乗 って郊外の秋の 自然に瓶 しん だ り校
区の秋繁 しに出か ける。
とび だ せ 風 の 子 ○苦へおじゃま
。昔の人の冬の遊びや暮らしを取材し、自分遠も
やってみる。
O七 草がゆに挑戦
,七 草がゆに必要なものを準備し
‐
て作ってみる。
0冬 を探せ
″冬の町を組検し、
|(〕 思 い出探検                |
:い 保 育園を訪れ国児 と』＼オlあ う中で、小さか った |
: 喰の 自分 について調 べてみたい ことを話 し合 う。|
〔)主 人公は私
。生まれてから今までの自分史を作る。
()み なさんありがとう
。お世話になった人たちを招待 L′ 発表会をする。
O手紙を書 こ う
。お世話 にな った人 におネLの 手紙を書 く゛
○手紙 さん。 ど うや って とど くの
iP
お郵便局を探検す る。
● ゆ うびん で一す
。「郵便局」を開 く準備 を し自分違の郵 便局を駆
く。
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ti'キ )(ま l
他教科 。領減名
国語 理ヽ解
道練 λ生命尊重
(国 語)い 表現
(遊徳)。
生素尊重
Iさ までかけまヒせょう
まいごClつ ばめ
こんなさ〈ぶス′かいた
よ
ナイチンゲ…
__二:i士 :二三||=:■_[
01鹿 日″)人 となかよ |。 鹿日のニュースを擁仁|こ いく"
しになろう   |・ 記事を集める。               |  |
:く 擬した二、ュースに■いて話し合う。     |  |
|    |:二 II.:■ i::二 ■ 111     1卜新聞作 りの計画を立て る。
X新 聞製作を する。
。新聞を配る話合いをする。
・地域のたにお手颯1を 書く。
,育 ててきた卓本⑮雑取|を する.
,取 った種を種の銀行に預4す る。
・育てた野菜を1ス 機する。
`収 継した野菜を調理して、バ・テ :を 開(II画
を立てる.
`3。 1年 生を招待 する手紙を毬:く な
く茫壇力整理をす る、
春゙ |二 咲 く球根をすとlЙ :こ 植i育 て てい く
月 1   単  fl
可
´  ｀
裏
~
学   習    内
|::lI:[IIIliil[::[I[Illl
l:奎菖:霧彗1轟
墓 I喜轟証 轟ヽ
|
|.爆 纂 t等 ユ L_,た こ とを話 し合 い、 醸 0安 全 |
:こ かく。
・野ti lを 探検し、昆虫などを採集する。
・昆虫に、自分の好きな名前を付けたり,虫 の名
前を調べたりする。
・民虫の様子を絵や作文 ″動作で表す。
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べ、年資状を書いてポストに投飩する`    |
お二月に遊んだこと十家のたから教えてもら,
た遊びを紹介する,
いういるな遊びをやってみるリ
雪や霜、水.風 などと遊よ7
野山を探統し、生1勾 のようすや、
を観察するt
他の季節と比べながら絵11か →ヽ
。生まで1た 頃Ci身 長・体重などを調べて、今「 増
分と比べる,
。思い出輸写真を使っ
を作る。
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驚ぃ管r犠榊
つて自分だけの式にアルなム
7 指導法の工夫
① 授業の捉え方
これまでの授業は、 1時間の学習をどのように効果的に改善すればよいか、といった狭義的な
捉え方が多かったのではないか。 1時間の授業の改善に終始し、単元を見通 して、子どもたちに
どのような力を育てていくのか明確でなかったように思 う。
生活科では、体験を通してどのような力を育てるのか教師自身が明確に意識 しておく必要があ
る。生活科の子どもサイ ドに立った指導観
・授業で子どもの人間性を育てたい
・「育てたい力」を明確にして授業の構成をする
。子どもが主役、教師は脇役
② 授業作 りのステップ
。日標の分析―実態調査・分析―単元の構想―授業の素案作 リー授業の試行―
指導計画の修正一授業の細案作 リー評価へのつなぎ
③ 学習過程
・生活科の学習において一人一人が願いを持ち、その願いを達成するための活動は必然的に
問題解決学習となっていく。問題解決の活動をすれば必然的に主体的な活動となっていく。
そこで学習過程を次の3段階とする。
{つかむ}段階一学習問題を明確にし問題解決学習の方向付けをする段階
{調べる}一段階 子ども自身が計画に従って主体的に活動する段階
④
白 樫 静 枝
{ま とめる}一段階 調べる活動を通 して学んだことを見直 し意志決定する段階
生活科的発想の10の 視点 (各教科への共通性 ももたせて )
課題意識 一日常生活の中か ら切実な課題意識 をもたせ る
連続性・統合性 一連続性・統合性 を持った学習の流れの重視
社会・ 自然 との一体化―社会や 自然 と一体的にかかわらせ る
活動選択の幅―子 どもの興味関心に応 じ、活動の選択の幅を広げる。
具体的な活動・体験―具体的な活動や直接体験を重視する
没入・没頭―没入・没頭できる遊び (活動)を取 り入れる
表現活動―表現活動を取 り入れ活動の定着化を図る
交流―児童間の交流を活発に促す。
学びの 日常化 一学習の成果を 日常生活に返す
習慣 0技能一生活上必要な技能を身につける
⑤ 学習スタイル
学ぶ力をつ:す るための学習スタイル
生活科の実践を深めていく中で1た くましく生きも子ども|を育成すろには、自立 すなかも
「単なろ生活習慣上の自立ほとどまるも0で liな く、学習上0自立、精神的な自立」の基義を養
う必要があると考えた。学習上の自立とは、言い換えれご. 1自ら学ぶ|と いうことだと奪えら
れる。そのためには学ぶ力をつけるような単元学習機構成曇必要を感した。そこほ視点をおいて
パターン化したのが撃習スタイFし てある。
1、 テどもの思いや願いを■切にし、奥味業心を持続させる活動計画をめざす。
2、 子どもが主俸的に学習する活動ヨ1画をめざす:
学習スタイルとはどんなものか
◎マラソン型
「
T面戸丁~誦百可薫薦凛醜灘
==‐
真轟このスタイルIよ学ぶ |あるきっかけから子どもは願いを抱ぐ 1願いに向かって、自分一ヾ人でくあるいはグループ貫…… ……^……………………
講劇夢麓警瀬:講驚i馳 |
力をつ:ナ
｀
るための基本 |どうしてもやりた11。 なんとかやっごみ|と に従って試抒錯誤しな浄ぐらやってみる。失敗はつ
スタイルでれ 。 |れ ヽ解決してみせるぞという気持ちに|る 。しかし、失競も学瞥なのである。卜予プルを六
0駅 伝型
:、_     |[― [:裏丁
~I憂
甍三__:|||lr
8、 十どもの挙醐 立するために必要な教澪曇婆肋 ポイ�lを現繁にする。
4.生活科→絶教科め携縦を国り学習のパターン化を試行する多〔主ほ事料,社会)
■0型も蓄オ!ま で予`ノン型であるが、大単tO:う らいを霧ルな方向から学習
L′ ていこうとりもこタィキである。だ力1ら 、小単元の ′つ一つの管:(薫 伝型
“
ようti強 い連続性|ま 持,Iい ない,壼小単Jiを終えた機● [ま とめる」段
階では つ一つの学奮を振り返こ大革元島ねらいを確かめ、広げ、深めるユ|
要がある。[たがって小学元―■―■)に共懺したも中が見えるような学習を
導こ,｀必要がある。
学習スタイルによる授業の実際
(駅伝型)の授業の実際
生活科指導法 I
単元名 「ともだち100にんできる力鼈 」
駅伝型) 結合学習崎熱 (27)時間 t )は時難
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○お世話になった人にお率L― の手紙を書三。
何ヽで書こうかなぉ
。い■つくかな ?
・この前警いたのとちがうなQ
。と
｀
こに自分の住所は警くのかな ?
。よろこんでくれるかな?1
学構の中こも薄せ■になった人がいるよ
`
0ゆ うびんご春こをしよう。
。あつめる…ス:タ ンプーはいたつ
ゆうびんきょくをひらきたい11
曾郵便局探機の計画を立てる。
どヽんなしごとがあるんだろうっ
。わたしは○○のところをしっかり
見てこよう。 ・車に気をつけようね。
,あ いきつも極っかりしなくちゃ。
○郵便局を握織する。
,す ごい Iた くさん手紙があるな。
`ぼ く命はがきがあ幸たぞ 1
,た くさんたながあるね。
,いそがしそうだ薔
いろんなはごとがあ苺ね。
●郵優局標検のまとめをする.
。どんなしごとをしていたかな。
.お じさんも大へんそうだ薔
○ゆうびん局を開くにあたり計画を立てる。
・ どんな係がいるのかな゛
。何を用意しないといけないかな。
・係ごとにわかれて話しあおうよ。
★棄じそうだね !
oF・ 、ゅぅびん局Jに必要なものを作り
各所に設定する。
全ヽ校のみんなにもお知らせして
おかなくちゃ″
ボ゙ストは大きくめだつようにs
冷はいたつするところにもポスト
がいるね。
い切手やはがきはどれくらいいるかな ?
^|まや 4は じめたいな。
O「 ,ヽ ゆうびん局Jを聞こうっ
たヽくさん入っているよll
夕じ・ かりとど:ナ なくちゃ。
,い そル(じ t,、 ヽヽそう:は ヽヽ :
。「ゆうびんで―ザ |
0「 。ゆゆうびん局」を終えでの感想を話
し合う̀
〇「わたしの足あと1の招待状を手紙に書
て投函する。 '早 くととくといいな。
・ゆうびんやさスプおねがい 1ノ ます。
白 樫 静 枝
前単元「わたしの足あとJの学習で、お世話
になった人に対して感織の気持ちを表し、実
簿に手紙を書かせ、単元間に違澄性をもた電
るゥ
自分、あるいは学校にきた手紙やはがきをも
ちより、住所や郵便薔号を確認させる。相手
が観戚や知人で為れば家
｀
で取材させてくる。
友だちに手紙を出し、簡単な郵便ごっこを峰
合わせ fゆ うびん局を鸞きたいJと いう意欲
を高め感。
手紙はどんな手IllIで届く¢かを予想し、自分
がやってみたいところ (係)に視点をもたせ
ておく。
人に接するときのマナー、安全面での確認も
しておく。
郵便局前のポストに自分の手紙を投函するこ
ことで、実際に「自分の手紙1の行方を鷺ド便
局の方に教えていただく。
藝「便局にはどんな仕事があ嗜たかを確認し次
時へとつなぐ。
霙5便局の人々の仕事については、自分たちの
郵優局を開くために必要な温度の向審|こ する。
全員が楽しく、十分に活動できるという観点
から、係分担、必要な道具、準備を話は合わ
せる。
話し合いから作る活動までには時間をおき、
準備物を暴めさせておく"ま
た、子どもたち
の力だけでは築められない物は、子どもの願
いがあれば毅師の方でも準備したり、保護者
にも協力を呼びかけておく。
多グループでの活動になるので、活動場所の
確保をしておく。
「。・ゆうびん局1の仕事は、全員が体験で
きるようにグループを決め交代で、体み時間
等を申l用 し、活動暮せる。
全児童、全職員に呼びかけ、運営が活発にう
まくいくよう事前に協力を得ておく,
自分の書きたいわ式はそって1必要なものを撃
懺させ.挙校の近 くのポストに実際に出しに
行かtlる 。
の動溝習学梅壼
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`相手に内容がよくれか
るように手紙を書く二
とができた力ヽ
(思奪 ら表現,
「はがなJ
′手紙を書くときの約束
に気付くことができた
か    (気 付き
'
「はがき、 観察 J
・ゆうびんごっこに興味
をもって参加す碁こと
ができたか。
(翻心 崚意欲・態度 )
r観察J
・郵便局で働いている人
々の工夫に気付くこと
ができたかっ (気付き
1作文 ,鏡第J
"集配、区分けなどの仕
事のあることがわかる
ことができたかり
(思考 ゆ表現)
「作文 。発表j
“係の仕事に意1欺的に取
り組むことができたか
(関心・態度・意欲)
(実践的態度 )
r観察、ひいきつぎカー
ドJ
∫・・ゆうびん局Jを
躍いて自分なりの感懇
をなつことカミできたか
(気‐付き 表ヽ現 )
自分で必要なものを用
意 Lで 、手続の約束を守
って書きポストに入れ
ること言できたか。
「手紙 ,観察」
(実践的態度)
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Ⅳ 生活科の教科目標で示されている目指す学力へのアプローチ
生活科が、低学年の教科 として誕生 した折、従来の教科か らの発想を大きく転換 しなければな
らなかった。新 しい学力観では、 自ら学ぶ意欲や場面に対処できる思考、判断、行動、表現の能
力、創造性等が重視 され、生活科においては、それ らの力が具体的な体験や活動を通 して培われ
ていくことが求められた。従来の教科は、知識・理解や技能、つま り、知識 として知った、記憶
した、理解 した、出来た等は学習の成果 として身につ くものであ り、ペーパーテス トで計ること
が容易である。
それに対 して 「生活科で育つ学力はどのようなものか と」 と問われたとき、生活科 とい う教科
は数値 として明確に表 しえない特性 を持っている。 当然のことなが ら教師は、従来の教科の持つ
学力観 と、生活科の持っている学力観の違いを認識 しなければな らない。つま り、生活科は、「将
来、生きて働 く学力」を求めてお り、テス トの等ではっき りした成果を表 しえないか らである。
生活科においては、「将来生きて働 く学力」。「学び続 ける力」の基礎・基本、つま り人生の土台
作 りであ り、心情や、意欲、態度等を育ててい くことが大切である。つま り、テス ト等で、その
成果を図ることが出来る 「目に見える学力」ではなく、す ぐに、その成果が現れないが、子 ども
たちの内面に培われ、長い将来に渡って現れて くるであろ う「目に見えない学力」こそ、生活科
が 目指す学力だか らである。究極的には 「良き生活者 とし求められ る能力や態度」を育てること
であろ う。それは、生活科が具体的な活動や体験を通 して、子 どもたちが 自ら学び、 自ら生きる
知恵を身につけることを目指 しているか らである。
① 生活科が目指す学力の視点
生活科が従来の教科と大きく異なる点は子ども自身、つまり、「自分」を中核に据えた学力に視
点を定めたことであるcそ のことは、生活科の目標に明示されている。生活科の、目標で示され
ていることを、具体的に取 り上げると「自分との関わり」あるいは、「自分自身」・「自分の生活」
というように、「自分」を全面に打ち出していることである。このことは、生活科の大きな特色で
ある。
生活科の教科 目標で示されている「自分との関わり」では、具体的に 「自分と身近な社会や自
然との関わりに関心をもつ」では、子どもが身近な社会や自然との関わり、よりよき生活者 とし
ての能力や意欲・心情 0態度を身につかることを目指すものである。また 「自分の生活」につい
ては、「自分自身の生活について考える」・子どもが自分について考えたり、想像 したりすること
で、自分についてより深く気づき、自分のよさを生かし、心身ともに健康で遅 しい自分を形成 し
ようとしていく力を養 うことを重視 している。
② 生活科の目指す究極的な目標と学力
生活科が目指す究極的な目標は、自立への基礎を養 うことである。
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V ま と め
教師は、授業の中で一人一人の子 どもが最大限に力を発揮するために、それぞれの子 どもの学
習の出発点を十分把握 しておかねばならない。その把握 こそが、子 どもが 自ら学ぶ学習を助ける
ための支援のポイン トである。教師の適切で効果的な支援によつて、 どの子 どもも自分の学習を
切 り開いてい くことが出来る。
そ して、子 どもは自らの意志で 「生きる力」を身につけ、その力をより確かにしてい くのであ
る。そこで獲得 した知識、技能や学習する心、態度が将来、「生きて働 く力」とな りより高い人間
性 を形成 してい くもの と考える。それを導き、育て、独 り立ちさせ るのが授業である。
生活科では、子 どもたちが 自らの体験を積み重ねなが ら、生きる知恵を学んでい く。
そのためには、我々教師が、体験の重要 さと子 どもたちの見方、従来の授業か ら発想を転換 し
てい く必要がある。先にも挙げた、生活科特有の指導案の作成等も思い切つた発想の転換か ら生
まれたものである。子 ども一人一人を大切に し、子 どもサイ ドに立った授業を展開 してい くため
には、従来の授業の考え方では行 きづまって しま う。
明治以来、教科書を学習 していた授業か ら、教科書で学習するようにな り、 さらに新 しい指導
のあ り方 として、教科書も使用 しなが ら、子 どもたちが創造 してい く授業のあ り方を模索 してい
くことが求められている。そこには子 どものや る気、つま り意欲がなくては成立 しない。子 ども
のやる気を引き出すには、教師の力量が今まで以上に問われて くる。生活科では、従来の教室に
おける座学か らの脱皮である。教師は子 どもたちがフィール ドに飛び出 し、対象に興味・関心を
もつて関われ るよう組み立て、サポー トしてい くことが大切である。そのことはまた言い換える
と、子 どもたちの生活に密接にかかわ り、生活の中での 「学び」 と学校 とい う知的財産 としての
「学び」を連結 した複眼的、複線的、複合的な、しかも、将来生きて働 く学びの基盤 になる総合的
「知恵」を学校教育の中で授業を基盤 に しなが ら指導 していかなければならない と考える。
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